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した 萎縮性結節性皮膚アミロイドーシスの 1 例 第 72 回日本皮膚科学会西部支部学術

大会 2020 年 10 月 25 日 愛媛県 Web 開催 

38. 塚本華倫、中原真希子、中原剛士、古江増隆 青年男性の関節リウマチ治療中に発症し

た メトトレキサート過剰内服による汎血球減少を 伴う皮膚粘膜障害の 1 例 日本皮膚科

学会第 395 回福岡地方会 2020 年 11 月 23 日 福岡市 Web 開催 

39. 横手銀珠，古賀哲也.  第 394 回福岡地方会，右腸骨部に生じた Tumoral calcinosis の

1 例．2020/9/13 福岡 

40. 横手銀珠，古賀哲也.  第 395 回福岡地方会，血管外科的治療後に植皮術を行った難

治性皮膚潰瘍の 2 例 ．2020/11/23 福岡 

41. 仲本すみれ，大野麻衣子，佐藤友紀，伊東孝通，中原剛士，古賀 裕，伊地知佳世，戸

田 雄，古江増隆．第 119 回皮膚科総会．EGFR 阻害剤の使用中に石灰化上皮腫を生

じた症例の検討．2020/6/4-7．京都市 

42. 仲本すみれ，中原真希子，辻 学，中原剛士，古江増隆．第 394 回福岡地方会．癜風と

マラセチア毛包炎を合併した１例．2020/9/13，北九州市 

43. 仲本 すみれ，辻 学，中原 真希子，中原 剛士，古江 増隆．第 395 回福岡地方会．

多発性石灰化上皮腫の 1 例．2020/11/23．福岡市 

44. 今村桜子、與語晶子、原田佳代、占部和敬．尋常性疣贅に対する 20%グルタールアルデ

ヒド外用による治療成績．第 119 回日本皮膚科学会総会 Web 開催.2020 年 6 月 4 日 

45. 藤井晴香、第 147 回広島地方会、右手背に生じた Lipidized dermatofibroma の 1 例、

2020/9/6、広島市 

46. 永井貴子、與語晶子、原田佳代、占部和敬．ヒドロキシクロロキン内服で改善した皮膚エ

リテマトーデスの 2 例．日本皮膚科学会第 394 回福岡地方会 福岡市 

47. 古江和久, 伊東孝通, 辻学, 中原剛士, 古江増隆. 引っ掻きは ERK, JNK 依存性に表

皮細胞の CCL20 産生を亢進させる. 第 119 回日本皮膚科学会総会, 2020/6/4-7 京都

市, オンライン開催 

48. 古江和久, 伊東孝通, 辻学, 中原剛士, 古江増隆. In vitro Koebner モデルにおける

CCL20 の重要性と展望－創傷による EGFR-ERK/JNK-CCL20 経路と Koebner 現象－. 

第 35 回日本乾癬学会学術大会, 2020/9/12-13, 郡山市, オンライン開催 

49. 橋本弘規、第 119 回日本皮膚科学会総会、肛囲に Paget 現象を呈した肛門腺癌の 2

例、2020/6/4、京都 

50. 橋本弘規、第 72 回日本皮膚科学会西部支部学術大会、Myxoinflammatory fibroblastic 

sarcoma の 1 例、2020/10/25、愛媛 



51. 橋本弘規、第 395 回福岡地方会 九州大学皮膚科 古江増隆教授 退任記念地方会、

既存治療に難治であったアトピー性皮膚炎に対してデルゴシチニブ外用が奏効した 1

例、2020/11/23、福岡  

52. 水野亜美、見明彰、菊地智子. 日本皮膚科学会第 395 回福岡地方会、Lynch 症候群の

1 例. 2020/9/13. 北九州市 

53. 水野亜美、見明彰、菊池智子、橋本明子. 日本皮膚科学会第 396 回福岡地方会、

Transient neonatal zinc deficiency の 1 例. 2020/11/23. 福岡市 

54. 井上慶一、武信肇、廣瀬朋子、辻学、古江増隆、第 394 回福岡地方会、右下腿に生じた

異形線維黄色腫の 1 例、2020/9/13 北九州市 

55. 井上慶一、武信肇、廣瀬朋子、第 395 回福岡地方会、血栓性静脈炎様皮疹を呈した

Complex Regional Pain Syndrome の 1 例、 2020/11/23 福岡市 

56. 衛藤 愛、小田 真理、竹内 聡 Morphea との鑑別を要した Morpheaform Sarcoidosis の

1 例. 第 394 回福岡地方会  

57. 河村耕治、井手豪俊、栗原雄一、伊東孝通、古江増隆. 日本皮膚科学会第 394 回福岡

地方会 顔面血管腫が頭蓋内にまで及んだ Sturge-Weber 症候群の 1 例 2020/9/13 

北九州市 

58. 河村耕治、栗原雄一、伊東孝通、古江増隆. 日本皮膚科学会第 395 回福岡地方会 両

下腿のセメント熱傷にリジェネラ®を使用した 1 例 2020/11/23 福岡市 

59. 河村耕治 科研製薬社内説明会 フィブラストスプレーの当院での臨床使用 

2020/12/22 唐津市 

60. 松崎 寛司，佐竹 真緒，工藤 恭子，柳田 憲一，手塚 純一郎．第 68 回日本アレルギ

ー学会学術大会，マクロゴールアレルギーによりアナフィラキシーを繰り返した 3 歳男児

例． 2019/6/14-16，東京 

 

 

 その他（講演会、ラジオ、テレビ出演など） 

1. 占部和敬．乾癬の最新の知見．地域医師のための生涯研修セミナー、 福岡市 

2. 竹内聡. 抗がん剤の副作用、薬疹、がん患者のスキンケア 浜の町病院 がん診療のご

案内 2020 年版 p31 

3. 竹内聡. 皮膚疾患に対する抗ヒスタミン療法の考え方. アレルギーUpdata Seminar in 福

岡 2020.2.4（火） 西鉄ソラリアホテル ルミナス AB（福岡市） 

4. 西江温子．アトピー性皮膚炎の病態と治療．第 89 回医薬研究ふくおか 

2020/1/27，福岡市 

5. 内 博史．BRAF遺伝子変異陰性メラノーマの治療戦略．2020/2/9．岡山 

6. 内 博史．進行期メラノーマの薬物療法について考える．Melanoma Immuno-Oncology 

webライブセミナー．2020/9/8．web 



7. 内 博史．メラノーマ治療の最前線．Melanoma Expert Seminar in Tohoku．2020/10/3．

web 

8. 内 博史．BRAF遺伝子変異有無別のメラノーマ最新治療戦略．Melanoma Seminar in 

Aichi．2020/11/6．web 

9. 内 博史．アジュバントにおける抗 PD-1 抗体の使用経験．基礎と臨床の融合を目指した

皮膚悪性腫瘍研究会．2020/12/5．Web 

10. 内 博史．悪性黒色腫．読売新聞．2020/11/20. 

11. 中原剛士 病態・症状から考えるアトピー性皮膚炎の適切な治療選択とその実践 2020

年 2 月 20 日 ADMiRe Conference in 西神戸 神戸 

12. 中原剛士 アトピー性皮膚炎治療におけるプロトピック軟膏 アトピー性皮膚炎アドバイザ

リー会議 2020 年 3 月 20 日 福岡 

13. 中原剛士 アトピー性皮膚炎 診療・評価の現状と今後の展望 アッヴィ合同会社 アトピ

ー性皮膚炎社内勉強会 2020 年 6 月 15 日 福岡 WEB 開催 

14. 中原剛士 蕁麻疹の病態形成と IgE 抑制の意義 中国・四国・九州エリア 蕁麻疹ワーク

ショップ 2020 年 6 月 30 日 福岡 WEB 開催 

15. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の適切な抗炎症外用療法 ～タクロリムス軟膏の効果的な

使い方～ マルホ株式会社社内勉強会 2020 年 7 月 3 日 福岡 WEB 開催 

16. 中原剛士 皮膚疾患に対する抗ヒスタミン薬の使い方 ～蕁麻疹・アトピー性皮膚炎診療

ガイドラインより～ アレルギー皮膚疾患領域 Web Seminar  2020 年 8 月 25 日 

17. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の炎症を適切に制御する 2020 コレクチム軟膏新発売記念

講演会 in 群馬 2020 年 9 月 10 日 群馬 WEB 開催 

18. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の適切な抗炎症外用療法～バイオ時代の外用療法の位置

付け～ アトピー性皮膚炎における外用療法セミナー 2020 年 10 月 3 日 福岡 WEB 開

催 

19. 中原剛士 アトピー性皮膚炎における長期寛解維持を目指した治療 strategy ～外用療

法とデュピルマブの共存がもたらすもの～ 2020 年 10 月 7 日 AD WEB Live seminar 

2020 

20. 中原剛士 アトピー性皮膚炎における適切な抗炎症外用 療法～アトピー性皮膚炎治療

新時代における抗炎症外用薬の位置づけ～ コレクチム軟膏発売記念講演会 in くまも

と 2020 年 10 月 17 日 熊本 WEB 開催 

21. 中原剛士 外用治療による寛解導入と維持  ーTCS、TCI、JAKi の使い分けー 

ADVANCE 2020 年 11 月 8 日 東京 WEB 開催 

22. 中原剛士 これからのアトピー性皮膚炎治療のついて考える～外用療法から生物学的製

剤まで～ Dermatolgy Online Seminar  2020 年 11 月 14 日 福岡 WEB 開催 

23. 中原剛士 治験データ・安全使用マニュアルから考えるコレクチム軟膏の使い方 福岡コ

レクチム発売記念講演会 2020 年 11 月 18 日 福岡 



24. 中原剛士 病態・症状から考えるアトピー性皮膚炎の適切な治療選択とその実践 小倉地

区皮膚科講演会 2020 年 11 月 19 日 福岡 WEB 開催 

25. 中原剛士 病態から考えるアトピー性皮膚炎の治療戦略 Dupixent Metropolitan Zoom 

Webinar for Atopic Dermatitis 2020 年 12 月２日 東京 WEB 開催 

26. 中原剛士 病態・症状から考えるアトピー性皮膚炎の適切な治療選択とその実践 筑豊エ

リア AD WEB 講演会 2020 年 12 月 8 日 福岡 WEB 開催 

27. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の炎症を適切に制御する 2020 コレクチム軟膏新発売記念

Web セミナー 2020 年 12 月 17 日 横浜 WEB 開催 

28. 中原剛士 アトピー性皮膚炎 鑑別/診断から治療におけるピットホール Immuno-

dermatologist education program 2020 年 12 月 19 日 東京 WEB 開催 

29. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の QOL Viento Vol.13 p1-3 

30. 中原真希子 2019 年度 実践漢方看護セミナー 実践編, 問診および脈・舌・腹部診察

の Q＆A、2020/1/22、福岡 

31. 中原真希子 かゆみ研究の進歩―エンドセリンのかゆみも含めて－ 第 42 会九州大学

皮膚科自遠会総会 2020/2/1、福岡 

32. 辻学 爪白癬の治療 科研製薬社内講演会 2020/1/22 

33. 辻学 カネミ油症 厚生労働省行政担当会議 2020/1/30 

34. 辻学 九州大学病院皮膚科における化膿性汗腺炎の治療経験 HS サミット 2020/1/31 

35. 辻学 芳香族炭化水素受容体の活性化による炎症性皮膚疾患の治療 高知大学医学

部皮膚科学教室 2020/2/13 

36. 辻学 爪白癬の治療について ー内服か、外用かー 広島皮膚科医会例会 2020/2/19 

37. 辻学  IL-17 阻害薬による痒みを伴う乾癬の治療について マルホ株式会社社内講演会 

2020/3/11 

38. 辻学 アダリムマブによる化膿性汗腺炎の治療におけるバイオフリー寛解の可能性につ

いて WEB セミナー 2020/6/30 

39. 辻学 尋常性乾癬における痒みの重要性 ーIL-23 に注目してー ヤンセンファーマ社

内講演会 2020/8/12 

40. 辻学 アトピー性皮膚炎における Dupixent の役割 ー病態と治療の観点からー サノフィ

株式会社社員研修 2020/8/24 

41. 辻学 尋常性乾癬における痒みの重要性 ーケブネル現象に注目してー 協和発酵キリ

ン株式会社 社内講演会 2020/8/25 

42. 辻学  アトピ ー性皮膚炎の鑑別診断と 重症度評価  ADAPT サ ノフィ株式会社 

2020/9/27 

43. 辻学 KOH 直接鏡検査の重要性 真菌ハンズオンセミナー 2020/10/1 

44. 辻学 尋常性乾癬における痒みの重要性 乾癬 WEB セミナー 2020/10/7 

45. 辻学 アトピー性皮膚炎の治療におけるコレクチムのポジショニング鳥居薬品株式会社 



社内講演会 2020/10/14 

46. 辻学 掌蹠膿疱症の病態と治療について  ーIL-23 阻害薬の役割ー Dermatology 

Seminar in SAGA 2020/10/29 

47. 辻学 爪真菌症と爪乾癬との繋がりについて  科研製薬株式会社 WEB セミナー 

2020/11/10 

48. 辻学 掌蹠膿疱症の病態と治療について ーIL-23 阻害薬の役割ー G19 セミナー 

2020/11/25 

49. 辻学 IBD の症例にみられる皮膚症状 ―好中球性皮膚症、乾癬、paradoxical reaction

について― Stelara IBD Clinical Web Seminar 2020/12/2 

50. 辻学 カサカサ皮膚は乾癬（かんせん）のせい？ 福岡乾癬 WEB 市民公開講座 

2020/12/20 

51. 工藤 恭子、今田美桜 F のミライ #3 「アイランドシティのミライ」F の賢者：工藤恭子医師, 

九州朝日放送, 2020/2/1 

52. 工藤 恭子、知っておきたい褥瘡・点滴漏れの基礎知識、こども病院ランチゼミ、

2020/9/23、福岡 

53. 工藤 恭子、小児アトピー性皮膚炎の外用療法～新生児期からのスキンケア～、 アトピ

ー性皮膚炎における外用療法セミナー、2020/10/3、福岡 

54. 中村 美沙 褥瘡苦労話  原土井病院スキンケアセミナー  2020/2/16, 福岡市 

55. 伊東孝通 福岡県院内がん登録研修会 2020.02.14 福岡市 

56. 伊東孝通 BRAF 変異陽性進行期メラノーマの治療戦略〜何が問題なのか？〜 ノバル

ティス 社内講演会 2020/8/3 福岡市 

57. 伊東孝通 免疫チェックポイント阻害剤による皮膚障害 中外 Web Seminar on Breast 

Cancer  2020/9/4 福岡市 

58. 伊東孝通 免疫チェックポイント阻害剤の皮膚障害 福岡薬剤師会 Basic Study 研修会 

2020/11/16 福岡市 

59. 伊東孝通 皮膚がんの薬物療法  福岡薬剤師会  がん専門薬剤師集中教育講座 

2020/12/9 福岡市 

60. 和田尚子 Melanoma Immuno-Oncology Area Meeting in Kyusyu (2020.9.26) Adjuvant

療法中に再発が認められた melanoma の 1 例 

61. 和田尚子 基礎と臨床の融合を目指した皮膚悪性腫瘍研究会 (2020.12.5) 実臨床にお

けるオプジーボ＋ヤーボイの使用経験 

62. 陣内駿一 日経産業新聞 皮膚がん AI が画像判定 2020/10/13 

 

 

学会賞（学会賞、ポスター賞、トラベルアワードなど） 

 



中原 剛士 

Topical application of endothelin receptor a antagonist attenuates imiquimod-induced 

psoriasiform skin inflammation 

第 3 回 Janssen Psoriasis Award 銅賞 

 

辻学 第 3 回 Janssen Psoriasis Award 銅賞、日本乾癬学会 

 

古江和久, 伊東孝通, 辻学, 中原剛士, 古江増隆 第 119 回日本皮膚科学会総会 優秀演

題賞 

 

古江和久, 伊東孝通, 辻学, 中原剛士, 古江増隆 第 3 回 Janssen Psoriasis Award 銅賞 

 

 

 


